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新刊学術誌紹介
1994年から1995年にかけてチベット学と東洋文献学の学術誌が中国とロシア
から創刊 された.い ずれもユニークな性格を持つ雑誌だが,ま だその存在が広
く知 られていないようなので,こ の機会に簡単に紹介 したい.
『西蔵考古』第一輯,四 川聯合大学西蔵考古与歴史文化研究 中心,西 蔵 自
治 区文物管理委員会編,四 川大学出版社(成 都,1994).
チベッ ト考古学についての世界最初の専門誌である.中 心メンバーは窪魏 と
石慮平という四川大学考古学のスタッフ.西蔵 自治区文物管理委員会 も四川大
学考古系の卒業生で占められているらしく,四川大学がチベットにおける考古
学的発掘 を独 占しているといえよう.彼 らは既に『南方民族考古』第4輯(西蔵
文物考古専輯,四 川科学技術出版社,1991)を出し,帝国(吐蕃)期からそれ以
降における大量の墳墓や石器時代の遺跡の存在などチベ ット考古学について注
目すべ き成果を公刊 している.
その後,震 魏氏らによる西チベッ トのピーヤン ・トンガ(皮央 ・東嘆)の石窟
群発見についての朝日新聞報道(1994年1月14日)が山口瑞鳳氏の批判 を受け
た(『週間金曜 日』第28号,1994年6月).文献 との照合 による年代考証におい
ては確かに問題がある.しか し,外部者によるチベッ トの考古学的発掘ができ
ない以上,彼 らの もたらす情報は魅力的だ.と くに文献以前の時代に関する考
古学的発掘 はチベットについて未知の情報を提供 してくれる.創刊号にも期待
を裏切 らない貴重な資料が提示されている.
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東 洋 語 写 本 学 の 英 文 の 専 門 誌 が ロ シ ア 東 洋 学 の 中 心 セ ン トペ テ ル ス ブ ル グ の
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東洋学研究所か ら創刊 された.同研究所所蔵の西夏語 ・サンスクリット・ウイ
グル語 ・アラビア語 ・チベット語など豊富な東洋語文献の研究 ・公刊の場を提
供するのが主な目的である.当然研究所のメンバーの論文が中心 になるが,外
からの寄稿 も歓迎するとのこと.また,研 究対象 も同研究所所蔵文献に限らな
い.
資本 主義 に移行後,ロ シアは経済 的にかな り苦 しい状況 にあ るようだが,同
研 究所 におい ては コンピュー タや コピー機の導入 な ど新 しい動 きがあ り活気が
感 じられ る.本 誌 の創刊 も新 しい動 きの一環 と考 えられ る.ロ シアの ビジネス
マ ンの投資 に もとづ き,年4回 発行 という意欲的な企画 である.初 年度の1995
年度のみ3回 発行予定 で,無 事予 定通 り出版 された.今 後の継続 を望み たい.
寄稿の送 り先は,ProfDr.YudA,Petrosyan,Editor-in-chief,SしPetersb匙πgblanch
oftheInsdtuteofOdentalStudies,Russia且AcademyofSciences,18Dvortzovayanab.,
191186,StPetersburg,RUSSLへ.
(武内紹 人)
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